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市政一般質問

　市内に分散している庁舎を集約し、ワンストップ
サービスを目指すとしているが、例えば上下水道局は
現在地のほうが便利との市民の声もあり、逆に市民
サービスの低下につながりかねない。仮に上下水道局
を新庁舎に集約しない場合、新庁舎の建設費はどれく
らい違うのか。また、中心市街地複合ビル(旧浜屋)に
かける全ての予算はいくらか。

朝長　英美 議員

　新庁舎建設基本計画(案)での概算事業費は、用地費
を含めずに125億円と算出されているが、庁舎建設地
としているボート第５駐車場は競艇企業局の企業会計
管理の行政財産である。市は用地の評価額を基に土地
の価格を算出し、一般会計により購入しなければなら
ないが、土地の平米単価はいくらか。用地取得費を概
算事業費に計上し市民に公表すべきではないか。

水上　享 議員

市庁舎建設について

答

新庁舎建設について

答 　現在、庁舎の分散化によって、市民の利
便性及び職員の事務効率の低下という状況

を招いており、市民からさまざまな苦情を受けて
いる。このような状況を踏まえ、基本的には庁舎
の集約を行いたい。また、新庁舎から上下水道局
を外した場合の建設費は、単純に職員数で換算す
ると、10％程度下がる。また、中心市街地複合ビ
ルにかかる予算は、土地建物取得や改修工事、駐
車場整備の費用等で合計13億4,000万円である。

　市庁舎建設については、新たに土地の取
得費用がかからないことを前提に、ボート

第５駐車場を選定した。土地の単価については、
周辺の路線価から算定すると、２万7,000円／㎡と
なり、これに面積を掛けた金額が実勢の価格の目
安になると思われる。しかし、取得方法に関して
は、土地の譲渡や交換等さまざまな手法が考えら
れるため、現在、市長部局と競艇企業局で協議を
行っている。

　新庁舎建設基本計画(案)の市民説明会では、建設費
の大幅な増額や交付税措置の減額等、これまで市が説
明してきた条件が大きく変わったことへの不信感や、
建設場所を含めてゼロベースで検討するべきだとの意
見が出ており、全く同感である。基本計画を凍結し、
場所については「住民投票」を実施して決定すべきで
あるが、どう考えているか。

山北　正久 議員

　当初、庁舎建設費を80億円と予定していたが、本年
４月の基本計画策定の中間報告において、125億円と
大幅に増額された。この基本計画(案)は白紙撤回し再
検討すべきである。また、上下水道局やこども未来部、
長寿介護課、障がい福祉課の新庁舎への集約化や、ス
ペースが不十分な職員駐車場の計画も再検討すべきで
あるが、どのように考えているのか。

村上　信行 議員

新庁舎建設の基本計画は
凍結し見直すべき

答

125億円の庁舎建設は
白紙撤回を

答
　市民説明会では、312
名の参加者から139件の

意見があった。そのうち、ゼロ
ベースで見直すべきという意見、
建設場所や事業費の縮減に関する
意見は40件、全体の２割強であり、
割合として多かったとは考えてい
ないため、現在の新庁舎建設基本
計画(案)の見直しを進めていきたい。

　建設費80億円については、新庁舎建設
に関する協議のための検討材料、本体の建

設費の目安として平成25年に試算したものであり、
その旨説明してきた。また、５月に開催した市民
説明会においてはさまざまな意見を頂いたことか
ら、現在、基本計画(案)の見直しを行っている。職
員の駐車場については、今後、検討していきたい。

　各出張所は地域住民の拠り所であり、住民のための
行政の最前線であるが、「出張所の受付窓口はガラス
で囲まれ、まるで刑務所で面会しているようだ、改善
できないか」との声があった。窓口では証明書の手数
料、税金等の金銭を取り扱うため、防犯上設置された
と思うが、銀行や郵便局でもカウンターだけである。
ガラスの仕切り板の撤去はできないか。

井上　潤一 議員

出張所の受付窓口について

答 　出張所の窓口では、各種証明書の発行や
税金、上下水道料金などの収納を行ってお

り、相当の金額を預かることもある。配置職員数
が少なく、カウンターに職員が常駐できない場合
もあり、防犯対策上、ガラスの仕切り板を設置し
ており、撤去は難しいと考えている。今後も、お
客様に不快感を持たれないような環境づくりに努
めたい。

　市庁舎の建設地選定要件として当初議会に示されて
いた「まちづくり拠点性」は知らぬ間に削除され「早
期実現性」に代わってしまった。これは、基本構想に
も準じる重要な案件であり、秘密裏に変更するなど、
信じがたい行為である。行政の都合に合わせて要件を
変更したと言わざるを得ないため、経過の説明を求め
る。

神近　寛 議員

すり替えられた
市庁舎建設地選定要件

答 　まちづくりの視点に関しては、立地適正
化計画の策定作業を進める中で、検討して

いる区域がその中に含まれているということから、
新庁舎建設地の選定要件から外した。

行財政・一般

　平成29年６月議会で示されていた建設費80億円が
100億円に増額になった。議会や市民説明会では、消
費税率引き上げや人件費、資材費の高騰を理由に、建
設単価を先行自治体の平均額44万円／㎡を大幅に上回
る50万円に設定したと説明されたが、消費税のアップ
分は8,800円であり、残りの金額の説明があまりにも
乱暴である。市長が議員の立場であったら厳しく追及
すると思うがどうか。

城　幸太郎 議員

あまりに乱暴な
新庁舎建設単価説明

答 　市長である私も、議員の立場であった
ら追及すると思うからこそ、50万円／㎡

で算出している。新庁舎建設を進めていく中で、
何度も事業費が膨れ上がっ
ていくと説明がつかないた
め、上振れ部分まで見積
もった上で、建設単価を
50万円／㎡としている。

　市庁舎建設計画は当初の計画から大きく変更され、
未熟であり、拙速である。市長はこの責任をどのよう
に考えているのか。また、計画変更に至る過程や、市
内部検討委員会の議事録を公表するべきではないか。
８月に予定している臨時議会で、仮に設計予算が否決
されたら、市長はどう受け止めるか。ゼロベースで見
直すべきである。

村崎　浩史 議員

市庁舎建設計画は
見直すべき！

答 　当初説明していた事業費80億円は平成25
年時点の見込みであることや、国からの交付

金18億円が前後する可能性を説明しなかったことは、
全て市長である私の責任と力不足である。また、変更
に至る経過については、公表していきたいと考えてい
るが、市内部検討委員会の議事録について、公表は考
えていない。仮に８月の臨時議会で否決されたとして
も、早急に建設できる方法と、交付金を活用できるス
ケジュールで進めてくことに再度挑戦したい。

行財政・一般行財政・一般

行財政・一般行財政・一般行財政・一般

行財政・一般

行財政・一般


